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プロジェクトの目標 

三重県観光の「予感」（三重へ行ってみたい）・「体感」（三重で旅行を満喫）・「実感」（三重は楽し

かった、また行きたい）のサイクルが築かれ、観光産業が本県の経済をけん引する産業の一つとして確

立されています。そのため、観光旅行者の多様なニーズに対応するさまざまな観光振興の取組を、県民

の皆さん、市町、観光事業者、観光関係団体等と連携して進めます。４年後には、観光の基盤づくりが

進み、観光旅行者の満足度が向上し、式年遷宮後も観光入込客数が持続的に確保されています。 

 

プロジェクトの数値目標     

目標項目 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

 現状値 
目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標達成 

状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

観光レクリ
エーション
入込客数 

 3,650 万人 4,000 万人 

 

4,000 万人 4,000 万人 

3,565 万人 3,787 万人    

目標項目の説明と平成 26 年度目標値の考え方 

目標項目 

の説明 

１年間に観光レクリエーション等の目的で県内の観光地を訪れた人数について、全国観光統計基

準に基づき集計した推計値 

26 年度目標 

値の考え方 

遷宮効果により、誘客が順調に進んでいることから、平成 25 年に最終目標値を前倒しし、高い

水準での維持を図っていくこととします。 

 

実践取組の目標      

実践取組 
年次計画のうち 

主なもの 

23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度  

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標達
成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

１「さまざまな
主体との連携に
よる観光ＰＲ・
誘客」に挑戦し
ます！ 

延べ宿泊者数 
 770 万人 800 万人 

 

800 万人 800 万人 

756 万人 833 万人    

リピート意向率 
 82.0％ 88.0％ 

 

94,0％ 100.0％ 

77.8％ 83.9％    

 

 

   

       

     

新しい豊かさ協創４ 世界の人びとを呼び込む観光協創プロジェクト 

（主担当部局：雇用経済部） 



 

実践取組の目標      

実践取組 
年次計画のうち 

主なもの 

23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度  

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標達
成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

２「海外での認
知度アップによ
る 来 訪 者 の 増
加」に挑戦しま
す！ 

県内の外国人延
べ宿泊者数 

 
100,000

人 
120,000

人 
 

135,000
人 

150,000
人 

90,900
人 

94,660
人 

   

海外の自治体等
との連携事業数
（累計） 

 ２ ５ 

 

７ 10 

― ３    

３「来訪を促進
する観光の基盤
づくり」に挑戦
します！ 

受講生が取り組
んだ地域活動数
（累計） 

 10 20 30 40 

― 13    

 

進捗状況（現状と課題） 

【実践取組１ 「さまざまな主体との連携による観光ＰＲ・誘客」に挑戦します！】 

・三重県観光キャンペーンの核となる「みえ旅パスポート」、「みえ旅案内所」、「みえ旅おもてなし施設」の

構築を行うとともに、拡充に努めました。遷宮後の入込客数を維持するためにも、案内窓口の充実を図る

など受入体制の基盤強化を図っていく必要があります。 

・「実はそれ、ぜんぶ三重なんです！」という愛称を活用し、交通事業者等によるＰＲや地元食材を活用した

商品開発、商品へのロゴマーク貼付のほか官民一体となって三重県観光キャンペーンの機運の醸成を図り

ました。引き継き、官民一体となって三重県観光キャンペーンを効果的に推進していく必要があります。 

・おもてなしセミナーやお伊勢さん現地研修の実施により、みえ旅案内所等で窓口対応する人たちの資質向

上を図るとともに、遷宮を中心とする職員研修を実施しました。今後とも、おもてなし向上の取組を推進

する必要があります。 

・スマートフォンを活用した観光情報の発信についての検討を開始しました。ＩＣＴを活用した効果的な観

光情報発信対策の構築が課題です。 

・遷宮をテーマに島根県と連携した情報発信に取り組みました。共通テーマを持つ他県との連携による相乗

効果や「三重テラス」等を活用し、効果的な情報発信を行っていく必要があります。 

 

【実践取組２ 「海外での認知度アップによる来訪者の増加」に挑戦します！】 

・「2013 日台観光サミットｉｎ三重」は、過去最高の 210 名の参加者を得て開催され、2016 年までに日台交

流人口 400 万人を目指す「日台観光サミット三重宣言」が合意されるなど成功裡に閉幕しました。この取

組を一過性のものとすることなく、継続的な誘客促進につなげていく必要があることから、サミット終了

直後に台湾にミッション団を派遣し、台北、台中、高雄で説明会や商談会を開催するとともに、三重県に

協力的な旅行会社による「三重県観光アドバイザリー会議」を開催しました。さらに、広域で取り組む昇

龍道プロジェクトとも連携し、台湾からの誘客促進を図っていく必要があります。 

・タイの旅行会社がスポンサーとなり、大手放送局がタイの人気女優がレンタカーで観光地を巡る旅行番組

の撮影を行いました。タイをはじめとする東南アジアからの誘客を促進する必要があります。 

・外国人の受入環境の向上のため、観光案内所に指さし会話集を設置しました。今後、外国人観光客が多く

訪れる県内観光地を対象に、Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備を進めていく必要があります。 

 



【実践取組３ 「来訪を促進する観光の基盤づくり」に挑戦します！】 

・伊賀流忍者観光推進協議会や海女振興協議会を中心に、新たな観光モデル構築や文化交流等に取り組んで

います。三重県観光キャンペーンとも連携し、忍者・海女といった世界に誇れる観光資源を積極的に活用

した観光振興に取り組んで行く必要があります。 

・ＪＦＣ（ジャパンフィルムコミッション）、ＪＳＴＡ（日本スポーツツーリズム推進機構）の活用や、エコ

ツーリズムや産業観光など地域資源を生かしたニューツーリズムが地域に定着するよう、取組を進める必

要があります。 

・観光キャンペーンと「三重の観光営業拠点運営協議会」の取組を連動させ、効果的に地域の魅力ある観光

資源を発信するとともに、誘客促進を図る必要があります。 

・「バリアフリー観光全国フォーラム」において、「日本一のバリアフリー観光県推進宣言」を行いました。

ＮＰＯ等との協働によりバリアフリー観光を推進し、さらにおもてなしの向上を図っていく必要がありま

す。 

 

平成 26 年度の取組方向 

【実践取組１ 「さまざまな主体との連携による観光ＰＲ・誘客」に挑戦します！】 

・遷宮効果（おかげ年）や熊野古道の世界遺産登録 10周年等を活用しながら、三重県観光キャンペーンによ

り、引き続き「三重の認知度向上」、「周遊性・滞在性の向上」、「リピーターの確保」を図っていきます。 

・ストーリー性やテーマ性をもった情報発信を行うとともに、観光ルートの企画提案等により、遷宮や三重

に興味を持った旅行者のリピーター化を促進します。 

・三重県観光キャンペーンの骨格となる「みえ旅案内所」、「みえ旅おもてなし施設」のさらなる充実を図る

とともに、「みえ旅パスポート」の発給促進に努めます。 

・ＩＣＴを活用した観光情報発信を進めていきます。 

・共通テーマを持つ他県との連携により、魅力的な周遊コースを提供することで、新たな旅行商品化を推進

します。 

 

【実践取組２ 「海外での認知度アップによる来訪者の増加」に挑戦します！】 

・海外誘客については、重点国・地域（台湾、タイをはじめとする東南アジア）を対象に重点的にプロモー

ションを実施していきます。 

・昇龍道プロジェクト推進協議会や中部広域観光推進協議会など広域の協議会や、近隣あるいは遠隔地での

連携が可能な県などと協力し、三重県のＰＲや誘客の取組を行います。 

・外国人観光客の利便性向上のため、主要な観光施設や観光案内所等にＷｉ－Ｆｉ環境を引き続き整備しま

す。 

 

【実践取組３ 「来訪を促進する観光の基盤づくり」に挑戦します！】 

・海女、忍者については、世界に誇る観光資源として、協議会での取組を「三重県観光キャンペーン」とも

連携し、積極的な情報発信とともに誘客促進を図ります。 

・県内各地で取組んでいるエコツーリズムや、フィルムコミッション等と連携し、情報発信するとともに、

着地型旅行商品として提案し、誘客促進につなげます。  

・みえ旅案内所の案内人等を対象にした現地研修の実施を通じ、各地域のネットワーク化を図るとともに各

地で観光をけん引するキーパーソンのネットワークを活用し、地域の魅力が商品提案に結びつくよう支援

します。 

・バリアフリー観光のコンシェルジュ機能を強化し、おもてなしの向上を図っていきます。 

 

 



主な事業 

【実践取組１ 「さまざまな主体との連携による観光ＰＲ・誘客」に挑戦します！】 

  

  ●三重県観光キャンペーン推進協議会負担金 

   予算額：(25) ２０１，２００千円 → (26) １７８，７００千円 

   事業概要：式年遷宮の好機を生かし、官民一体となった推進協議会により、三重県観光キャンペーン

を実施しています。公募により決定した愛称「実はそれ、ぜんぶ三重なんです！」を活用

し、全国に三重の認知度を高める観光情報発信を行うとともに、県内においては、みえ旅

パスポート（周遊パスポート）や５つの地域部会におけるイベント、おもてなしなどによ

り、周遊性・滞在性の向上を図り、三重ファンやリピーターを増やします。 

また、島根県・奈良県等との連携を進めるとともに、首都圏営業拠点「三重テラス」等と

一体となり、大都市圏へ三重の魅力を情報発信します。 

 

【実践取組２ 「海外での認知度アップによる来訪者の増加」に挑戦します！】 

  

  ●海外プロモーション推進事業 

   予算額：(25) ２５，２９９千円 → (26) ２３，３１５千円 

   事業概要：ミッション派遣による商談会等の開催やフェイスブック・ツイッター等を活用した情報発

信により、本県の認知度向上を図るとともに、多言語に対応した受入環境の向上や、国・

他府県と連携した広域的取組により、外国人観光客を誘致します。 

 

  ●日台観光交流推進事業 

   予算額：(25) １５，８３０千円 → (26) ５，１８４千円 

   事業概要：平成 25年５月開催の「2013日台観光サミット in三重」を一過性に終わらせることなく、

台湾との交流、連携を継続し、誘客へ繋げるため、台湾の観光関係者との良好な関係を維

持、継続していきます。 

平成 25 年 10 月に締結した台湾新北市との観光協定に基づき、新北市の三大イベントにお

いて三重県のＰＲを行います。 

 

  ●国際ネットワーク強化推進事業 

   予算額：(25) ４，４９４千円 → (26) ３，１１９千円 

   事業概要：産業・観光における企業等の活動を支援し、海外販路の拡大や企業誘致、県内への誘客に

つなげるべく、姉妹提携先及び今後結びつきを強める地域の在日大使館、領事館等とのネ

ットワークを維持・強化し、三重の情報発信、情報収集を行います。 

 

【実践取組３ 「来訪を促進する観光の基盤づくり」に挑戦します！】 

  

  ●（新）「みえの旅」バリアフリーコンシェルジュ推進事業 

   予算額：(25)   － 千円 → (26) ２，２３６千円 

   事業概要：障がい者、高齢者など移動に困難を伴う方が、旅行時に必要な情報を広く発信するととも

に、受入れ側もバリアフリー観光に関する情報提供や相談に対応しやすくすることで、地

域におけるコンシェルジュ機能を充実し、「日本一のバリアフリー観光県」を推進します。 

 

 

雇用経済部 

雇用経済部 

雇用経済部 



  ●世界に誇れる三重県観光モデル構築事業 

   予算額：(25) ４，９００千円 → (26) ４，９００千円 

   事業概要：本県が世界に誇る海女、忍者を活用し、地域と連携して国内外の情報発信の強化を行うな

ど、新しい三重県観光のモデルを構築します。 

 

 


